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研究成果の概要（和文）：COVID-19の大きな疫学的特徴として、多くの感染者は2次感染者を生まないのに対
し、一部の感染者は多くの2次感染者を生むという2次感染の異質性がある。しかし、オミクロン株の出現以降、
2次感染の異質性が保たれているのかということについてはさまざまな議論があった。山形県のデータを使いオ
ミクロン株初期までの2次感染の異質性を解析した結果、オミクロン株の流行期にも2次感染の異質性は確認され
た。またCOVID-19の流行初期にはワクチンが存在せず、その対策は公衆衛生的対策に頼らざるを得なかった。こ
れらの公衆衛生対策についての国内外の知見をまとめそれぞれの対策の有効性について検討を行った。

研究成果の概要（英文）：One of the significant epidemiological characteristics of COVID-19 is the 
overdispersion of secondary transmission. SARS-CoV-2 has been evolving rapidly , resulting in many 
variants and subvariants. These variants and subvariants have different epidemiological 
characteristics. It was not known if the overdispersion was maintained with the Omicron variant. 
Therefore, we analyzed the epidemiological data of Yamagata Prefecture of Japan, including the 
pattern of secondary cases until the early stage of the Omicron wave. We confirmed that the 
overdispersion was maintained until the Omicron wave. 
No vaccines were available during the early stage of the COVID-19 pandemic, and control measures 
mainly depended on Public Health and Social Measures (PHSMs), previously known as non-pharmaceutical
 interventions. However, the scientific evidence for PHSMs was limited. We reviewed the literature 
on PHSMs in Japan and other countries and evaluated their effectiveness in controlling COVID-19.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
COVID-19は世界的に莫大な被害をもたらしてきている。一方でその疫学的特徴や公衆衛生対策の有効性について
はまだ十分に解明されていない点が残されている。本研究ではそれらの点についての解析を進め、その結果は
WHOのガイドライン作成などに生かされた。今後もパンデミックは起きることが予測されておりそれに対応する
ためには、日本を含む先進国ではワクチン開発に多くの予算が割かれてきている。しかし、パンデミックの初期
対応は公衆衛生対応に依存せざるを得ず、迅速に疫学的特徴を明らかにし有効な公衆衛生対応を実施することが
求められる。本研究で明らかになった内容は将来のパンデミック対策にも貢献しうるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 2019 年にヒトの間で新たに出現したと考えられる新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
は急速に世界へ感染が拡大し、2020 年 3 月 11 日には世界保健機構（WHO）がパンデミックの

状況にあると考えられると発表した。2020 年 10 月時点で報告された感染者数は 4000 万人を超

え、死者数も 100 万人を超えているが、今後もさらに被害は拡大していくものと考えらえる。 
日本の COVID-19 対策の基本であるクラスター対策の理論的基盤となっているのは、COVID-

19 では多くの感染者が誰にも感染させていないが、少数の感染者が多くの人に感染を引き起こ

しているという二次感染の異質性あるいは Overdispersion と呼ばれる疫学的特徴である。しか

し、この二次感染の異質性が変異株やその亜系統で保たれているのかどうかはよくわかってい

なかった。また二次感染の異質性がインフルエンザなどの他の感染症でも見られるのかどうか

についても明らかになっていなかった。COVID-19 のパンデミックの初期にはワクチンは存在

せず、対策の主体は Public Health and Social Measures（PHSMs)と呼ばれる公衆衛生対策で

あった。しかし PHSMs の有効性に関する科学的知見は限られていた。 
 
 
２．研究の目的 
 
 これまでインフルエンザなどの呼吸器ウイルス感染症についてはその感染経路・地理的伝播

パターン・季節性を決定する要因・制御方法など疫学的知見は不明な点が多かった。COVID-19
に対しては世界中に詳細な疫学調査がなされ、このウイルスに関しての新たな知見が急速に蓄

積されてきている。特に日本では保健所が非常に詳細な疫学情報をほぼすべての確定例に対し

て行っているため、高いクオリティの疫学情報が得られている。 
日本の COVID-19 の疫学情報をさらに解析することで COVID-19 の疫学像を解明するのみな

らず、これまでよくわからなかった呼吸器ウイルス全体の疫学像を明らかにし、より有効な

COVID-19 対策のみならず将来起こりうるインフルエンザパンデミックを含む呼吸器ウイルス

のパンデミック対策の確立に有用なデータを提供することを目的とする。 
  
 
３．研究の方法 
 
 日本の COVID-19 対策の基本であるクラスター対策の理論的基盤となっているのは、COVID-19

では多くの感染者が誰にも感染させていないが、少数の感染者が多くの人に感染を引き起こし

ているという Overdispersion という疫学的特徴である。本研究ではまず、この COVID-19 の

Overdispersion についての解析をさらに進めるものとする。Overdispersion はインフルエンザ

などの他の呼吸器感染症ウイルスにも共通の特徴である可能性があり、その可能性についても

検討する。さらに COVID-19 の感染経路についてはまだ不明な点も多いが、これまで考えられて

きた飛沫感染・接触感染に加え、短距離のエアゾル感染が重要な役割を果たしてきていることを

示唆するデータが得られている。これについてもインフルエンザなどの他の呼吸器ウイルスに

共通する特徴である可能性がある。感染経路については既存のデータを解析するとともに、一部

自治体との協力によりさらに詳細なデータを得るための疫学研究を立ち上げるものとする。 

 

【具体的な研究方法】 

 （1）COVID-19 のデータ解析：代表者らは COVID-19 の 2020 年 2 月 25 日に厚生労働省に設置

されたクラスター対策班に参加し、国内の COVID-19 の疫学解析を継続して行ってきている。各



自治体が発表する感染者情報からデータベースを構築し流行曲線などの疫学情報を国のアドバ

イザリーボードや分科会にも提供するとともに、解析した結果は論文として発表してきた。本研

究では、このデータベースを用いて疫学データの詳細な解析を継続するものとする。 

 

（2）COVID-19についての前向き疫学研究：既存のデータに加えて一部の自治体・保健所と協

力してさらに詳細な疫学情報を得るために前向きの疫学研究を行うものとする。この前向き疫

学研究では特に感染の起きた場面の詳細な情報を解析するものとする。感染の起きた場合の人

と人の距離・マスク着用の有無・換気などの環境的要因などについて保健所が聞き取った情報を

収集し、感染経路についてさらに詳細な解析を行うものとする。 

 

（3）インフルエンザなどの他の呼吸器ウイルスの解析：COVID-19 の疫学解析を通じてわかっ

てきた Overdispersion や短距離エアゾル感染などの新たな知見については、インフルエンザな

ど既存の呼吸器ウイルス感染症にも共通の特徴である可能性がある。日本においては、2009年 

の新型インフルエンザの際にも 2009 年 7 月までは現在 COVID-19 と同様に保健所が詳細な積極

的疫学調査を行い、その結果がウェブに公開されていた。したがって、それらのデータを解析す

ることで 2009 年のインフルエンザでも Overdispersion や発症前の感染の有無について知見を

得る。 

  

 

４．研究成果 

 

デルタ株の出現以降、大都市圏では一部を除き積極的疫学調査がほとんど行われなくなって

いたが、山形県は保健所の積極的疫学調査がデルタ株流行後も行われており、その結果がオミク

ロン株流行期の初めまでホームページ上に公開されていた。このデータを使いオミクロン株初

期までの 2次感染の異質性を解析した。また COVID-19 の流行初期にはワクチンが存在せず、そ

の対策は公衆衛生的対策（Public Health and Social Measures：PHSMs）に頼らざるを得なかっ

た。しかし、PHSM についての科学的知見は十分ではないという問題があった。このため、PHSM

についての国内外の知見をまとめそれぞれの対策の有効性について検討を行うことができた。 

 

 山形県のデータの解析から Overdispersion はオミクロン株流行期まで保たれていることが確

認され、この結果は国際学術誌に報告した（Sci Rep. 2023）。また PHSMsについての国内外の知

見をまとめその結果は WHOのガイドライン作成などに活用された。 
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